
＊注）日本スポーツ振興センター災害共済給付件数を在籍児童数で除したもの。

③安全で安心して学べる教育環境の充実を図ります。

　楽しく学べる適正規模の教育環境を整備するととともに、学校教育施設の安
全性を確保するため、施設整備を行います。

児童生徒にとって、安全で安心な教育環境を確保する必要があるため、学校
施設の適切な管理と施設の状況に応じた整備が求められています。

今後も児童生徒の減少が見込まれることから、学校の規模や配置の適正化を
検証する必要があります。

教育施設の整備

学校施設等長寿命化計画に基づき、安全で児童生徒が安心して楽しく学び遊べる教育施設の
整備を推進します。

望ましい教育環境の検討

児童生徒数の推移を検証し、学校の適正化と合わせ児童生徒が生き生きと成長できる望まし
い教育環境を構築するため、市立学校の将来構想について検討します。

安全・安心な教育環境の確保

学校敷地内における事件、事故で負傷する児童生徒が減少するよう、安全・安心な教育環境
を確保します。

学校管理下における事故等発生率　（＊注） 10.1% 8.6%

成果指標 現状値
（計画策定時）

目標値
（令和8年度）

長寿命化計画による施設改修数
（事業開始から目標年度までの累計）

6か所 13か所
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①高齢者の社会参加と生きがいづくりを支援します。

　すべての高齢者が自分の持つ能力を生かしながら、生きがいを持ち、地域社
会の一員として活動できるよう支援します。

高齢者は家の中に閉じこもりがちになり孤立してしまうおそれがあるため、
元気な高齢者が生活支援の担い手となるような活動を推進する必要がありま
す。

活力のある地域をつくるため、高齢者が健康で生きがいを持ち、これまで
培った能力を発揮する場を確保し、高齢者の活動を支援することが必要で
す。

経済的困窮や健康面などに不安を抱えている高齢者のため、相談窓口の利用
を促進し、高齢者の暮らしを地域でサポートする必要があります。

社会参加の推進

高齢者の地域での孤立を防ぎ、地域との“つながり”をつくるために、市の社会福祉協議会
と連携し、高齢者をはじめとする地域の誰でもが気軽に立ち寄り、お茶を飲んだりしながら
おしゃべりのできる「居場所づくり」を進めます。

高齢者の活動の支援

これまで培った知識や経験を生かした就労や、趣味や特技を生かした交流は、高齢者の生き
がいや健康づくりに役立つことから、シルバー人材センターや高齢者の自主的な活動を支援
します。

高齢者の不安を解消する取り組み

高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるように、総合相談体制を強化するとともに、関
係機関と連携し適切なサービス利用につなげます。

シルバー人材センターの登録者数 528人 560人

成果指標 現状値
（計画策定時）

目標値
（令和8年度）

お茶っこ会（サロン）の開催行政区の割合
※年4回以上の開催地区

75% 100%
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